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「いつも 云う ことです が、 わたくし 共の 方に は 陽気な 

お 話 や 面白い お 話 は 少ない」 と、 半 七 老人 は 笑った。 

「なに かお 正月ら しい 話 をし ろと 云われても、 サァそ 

れ はと 行き詰まって しまいます。 それでも 時時に おか 

しいよう な 話 はあります。 もちろん 寄席の 落語 を 聴く 

ように、 頭から 仕舞いまで げらげら笑つ ている ような 

ものはありません。 まあ、 その 話に 可 笑 味が あると い 

う 程度の ものです が、 それでも おかしい と 云えば 確か 

にお かしい」 



「そこで、 そのお かしい 話と いうの は、 どんな 一件で 

す 力」 

「つまり、 物が 逆さまに なった ので …… 」 と、 老人 は 

又 笑った。 「石が 流れり や 木の葉が 沈む と 云う が、 まあ、 

そんなお 話です よ。 泥坊 をつ かまえる 岡つ 引が 泥坊に 

追つ かけられ たの だからお かしい。 泥坊が 追つ かける、 

岡つ 引が 逃げ まわる。 どう 考えても、 物が 逆さまで 

しょう。 そうなる と、 すべての ことが 又 いろいろに 間 

違って 来る ものです。 

その 起こり は 安政 元年 四月 二十 三日、 夜の 五ッ (午 

てんまち よう 

後 八 時) 少し 前の 出来事で、 日本 橋 伝馬 町の 牢 内で 



が 追つ かけた が、 もう 遅い。 どれ も 身の 軽い 奴ら で、 

牢屋の 塀 を 乗り越して、 首尾よく 逃げお おせて しまい 

ました。 旧暦の 二十 三日の 闇の 晚を 狙って やった 仕事 

ですから、 おあつらえ 向きに 行った わけです。 

むしゅくもの 

逃げた 奴 は みんな 無宿者で、 京都 無宿の 藤吉、 二 本 

松 無宿の 惣吉、 丹 後 村 無宿の 兼吉、 川下 村 無宿の 松 之 

ほん \ .1 くちょう 

助、 本 石 町 無宿の 金蔵、 矢場 村 無宿の 勝 五郎の 六 人で、 

いれずみ もの 

そのな かで 藤吉、 兼吉、 松 之 助 は 入墨 者です。 地方 は 

京都と 二 本 松 だけで、 そのほか は 江戸 近在の 者でした 

が、 たった 一人、 チヤ キ チヤ キの 江戸っ子が ある。 本 

石 町 無宿の 金蔵、 これ は 日本 橋の 本 石 町 生まれで、 牢 



けが ひと 組になって、 本郷 から 板 橋の 方向へ 行った の 

だそう で …… 。 旦那 方 もずい ぶん 厳重に 調べた ようで 

すが、 二人 はまった く 知らね えらし いのです」 

「それじゃ あ、 ちっとも 手がかり 無し か」 と、 半 七 は 

溜め息 を ついた。 

「そうです よ」 と、 松吉 はうな ずいた。 「残る 四 人のう 

ちで、 兼 吉と勝 五郎 はどうし たか 判らね えが、 藤吉と 

金蔵 は牢 内に いる 時から 仲が 好かった から、 この 二人 

は繫 がって いるか も 知れね えと 云う ことです。 松 之 助 

の 申し立て によると、 金蔵 はこん な こと を 云って いた 

そうです。 おれ は 江戸に S みのある 奴が あるから、 そ 



「礼儀 咎め をされ ちゃ あ 名乗らね え わけに も 行かね え。 

わつ し は 三 河 町の 半 七 だ」 

半 七と 聞いて、 男 は 俄かに 顔の 色 を やわらげた。 彼 

えもん 

は 衣紋 を 直しながら おとなしく 挨拶した。 

「や あ、 三 河 町の 親分でした か。 お 見 それ 申して、 飛 

んだ 失礼 をいた しました。 わつ し は 神明の 千 次で ごぜ 

えま. t9」 

「そうら しいと 思った。 まあ、 こっちへ 来て くれ」 

半 七 は 彼 を 引っ張って、 五、 六 間 さきの 質屋の 土蔵 

の 前へ 連れ出した。 千 次 はなんだ か 落ち着か ないよう 

な 顔 をして いたが、 それでも 素直に 付いて 来た。 



りの 遊び人に 過ぎない らしい。 半 七 は 笑いながら 云つ 

た。 

「ただ 御 勘弁と 云っても、 むむ、 そうかと ばかり も 云つ 

て いられね え。 どうも 此の頃 はおめ えの 評判が よくね 

えから な。 ともかくも そこらの 番屋 まで 来て 貰おう 

ゝ I 

力」 

嚇 されて、 千 次 はいよ いよ 慌てた。 

「親分、 いけね え。 番屋へ 連れて行って、 どうす るの 

です」 

「どうす る もの か。 都合に よつ ちゃ あ 帰さね え かも 知 

れ ねえ」 



「わつ し は 悪い 事 をし や あしません。 これで もお 上の 

御用 を 勤めた こと も あるので …… 」 

「御用 を 勤めた というの は、 石 町の 金蔵 を 指した こと 

を 云う のか」 と、 半 七 はまた 笑った。 「それ はおれ も 

知ってい るが、 今 あ のさつ きへ 行つ て 何 を 云 つたの だ。 

おれ は みんな 知っている ぞ」 

「恐れ入りました」 

「恐れ入ったら、 もう 一度 ここで 正直に 云え。 さもな 

けり や 番屋へ 連れて行って 云わせる ぞ」 

多寡が 近所の 矢場 や 小 料理屋 を^がら せて、 幾らか 

のみしろ 

の 飲 代 をせ びって いるに 過ぎない 千 次 は、 もとより 度 



「御用聞きが 女 を つれて 逃げ隠れ をして いる。 飛んだ 

色男 だ」 と、 半 七 はまた 舌打ちした。 「そんな ことが 長 

引いて いると、 三甚の 為になら ねえ。 早く 埒を 明けて 

しまいて えもの だ」 

「何分よ ろしく 願います」 

ここで 女房 を 叱った ところで、 どうに もなら ない の 

で、 半 七 は忽々 にこ こ を 出た。 それから 京 橋へ 用達し 

に 廻って、 七ッ (午後 四時) 頃に 神 田の 家へ 帰る と、 

やが て 善 八が 来て、 牢 抜けが 又 ひ とり 挙げら れ たと 報 

告 した。 それ は 矢場 村 無宿の 勝 五郎で、 小石 川 蓮華 坂 

の 裏長屋に 忍んで いたので ある。 これで 惣吉、 松 之 助、 



全な ものであるから、 疑いの 眼 を もって 見れば、 鷺を 

烏と 見誤る ような ことが 無い と は 云えな か つた。 雑 

司ケ 谷から 帰って来た 白 井屋の 女房 は、 遠目に 半 七 を 

うかが つ て f 途 にそう 信じた。 亭主 も 同じ 疑い を 懐い 

ていたので、 夫婦 は 相談の 上で 戸塚の 巿 蔵に 密告した。 

巿 蔵が すぐに 出て 来れば、 もちろん 何の 間違い も 起 

こらなかった ので あるが、 巿蔵も 留守、 古参の 子分 も 

留守、 そこに 居合わせた 若い 子分 一 一人が あっぱれの 功 

名手 柄 を あらわす つもりで、 すぐに 龃 けつけ て 来た。 

相手 は牢 抜けの 大物で あると 云う ので、 場馴れない 彼 

の ぼ 

等 は 少しく 逆上せ 気味で、 なんの 詮議 もな しに 召 捕ろ 



うとした ので ある。 科 人が 人違いと 誤魔化す の は 珍ら 

しくない ので、 いかに 半 七が 人違いと 呶 鳴っても、 彼 

等 は 耳に も かけずに 押さえ付け たので ある。 

数 ある 捕物のう ちに は、 人違いの 仕損じ もしば しば 

かちどき 

ある。 しかも 同 商売の 岡つ 引 を 縛って 勝鬨を 揚げて い 

たの は、 戸塚の 子分ら の大 失敗であった。 やがて K け 

つけて 来た 巿蔵 は、 半 七の 顔 を 見て びっくりした。 

「馬鹿野郎」 と、 彼 は 子分 を叱リ つけた。 「飛んだ 事 を 

しゃがる。 早く 繩を 解け」 

半 七の 緦は すぐに 解かれた。 事の 仔細が 判明して、 

子分ら は 閉口した。 白 井屋の 夫婦 も 縮み あがった。 



「金蔵 じ や あ 無 か つたんで すか」 

「金蔵 じゃあありませんでした」 と、 老人 はまた 笑つ 

た。 「まあ、 お聴きなさい。 五月の 末にな つて、 例の 神 

明の 千 次が わたくしの 所へ 来まして、 金蔵 は 王子 稲荷 

の そばの 門 蔵と いう 古鉄 買の 家に 隠れて いると 注進し 

ました。 そこで、 念のために 善 八 を 見せに やる と、 門 

蔵と いうの は 古鉄 買 は 表向きで、 実は 賍品 i (と 判り ま 

した。 唯 ここに 不思議な こと は、 金蔵 は 右の 足に 踏み 

抜き をして、 それが だんだんに 膿んで 来て、 ひと 足 も 

外へ 出られな いと 云う のです。 その 金蔵が わたくしの 

力た 

名 を 騙って、 植 新へ 押し掛けて 行った ばかり か、 びつ 



れられ るの は 恐ろしい。 あなた 方 も 気 をお つけなさい _ 

あほ まま」 

「そうすると、 五 人 だけ は 挙げられた わけです が、 も 

う 一 人 はどうし ました」 

「もう 一 人 は 丹 後 村の 兼吉、 こい つ は 年上 だけに 巧く 

逃げた と 見えて、 容易に 見付か リ ませんで したが、 そ 

かずさ 

の 年の 秋に 上 総の 方で 挙げられました。 昔で も 悪い 奴 

が 無事に 逃げお おせた と 云う の は 少ない ものです。 

そこで、 このお 話です が …… 。 岡つ 引が 逃げて、 泥 

坊が 追つ かける。 まことに おかしい ようです が、 あの 

廻り 燈籠を 御覧なさい。 いろいろの 人間の 影が ぐるぐ 
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